
⑥中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果
第973回審査会合 机上配布資料1

P.1.4-1-9 再掲

2.2-1-116

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前



⑦中位段丘Ⅰ面，⑧高位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果
第973回審査会合 机上配布資料1

P.1.4-1-8 再掲

2.2-1-117

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑨

2.2-1-118

⑨高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

火山灰分析結果

柱状図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前



⑩高位段丘Ⅰa面，⑪高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果
第973回審査会合 机上配布資料1

P.2.2-1-73 再掲

2.2-1-119

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。



第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-74 再掲

【柱状図】

2.2-1-120

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



⑫高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果
第973回審査会合 机上配布資料1

P.2.2-1-75 再掲

2.2-1-121

3 3’

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑬

2.2-1-122近接写真（ⅡB2g1） 近接写真（ⅡB2g2）

⑬高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑭

2.2-1-123

⑭高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑮

2.2-1-124近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

⑮高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑯

2.2-1-125近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

⑯高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑰

2.2-1-126近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

⑰高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑱

2.2-1-127近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

⑱高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑲

2.2-1-128

火山灰分析結果

⑲高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑳

2.2-1-129

⑳高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉑

2.2-1-130近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

㉑高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉒

2.2-1-131

㉒高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉓

2.2-1-132

㉓高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉔

2.2-1-133近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

㉔高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉕

2.2-1-134近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g1）

㉕高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉖

2.2-1-135

㉖高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 表土 45 0 0.5 22 16 0 1.5

0.1-0.2 50 0 2 18 10 0.1 2.2

0.2-0.3 43 0 0 13 13 0.2 2.9

0.3-0.4 69 0 1 8 16 0.3 1.7 1.495-1.501

0.4-0.5 58 0 1 17 19 0 2.3

0.5-0.6 16 0 0 3 6 0 1.2

0.6-0.7 32 0 0 1.5 5.5 0 1.2 1.496-1.501 (1.511含む）

0.7-0.8 6 0 1 0.3 0.8 0 0

0.8-0.9 1.8 0 0.1 0.4 0.3 0 0

0.9-1.0 3 0 0.2 0.2 0.5 0 0 1.496-1.500 (1.510含む）

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

崖錐堆積物

AT+K-Tz混在
（一部K-Ah含む）

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率 テフラ名

火山灰分析結果



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉗

2.2-1-136近接写真（ⅢB1g） 近接写真（ⅢB2g）

㉗高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉘

2.2-1-137近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅡB3g）

㉘高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉙

2.2-1-138

㉙高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉚

2.2-1-139

㉚高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

露頭写真

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 240 0 16 13 66 0 3

0.1-0.2 362 0 6 15 73 2 5 1.496-1.500

0.2-0.3 292 0 7 20 47 1 5

0.3-0.4 269 0 8 4 39 1 4

0.4-0.5 271 0 4 16 76 3 5

0.5-0.6 243 0 7 16 90 1 8

0.6-0.7 60 0 2 10 44 0 7 1.496-1.501

0.7-0.8 9 0 0 1 28 1 10

0.8-0.9 5 1 0 0.6 13 0 9

0.9-1.0 0 0 0 0 0.6 0 13 K-Tz

1.0-1.1 0.4 0 0 0 0.8 0 9

1.1-1.2 0 0 0 0 1 0 4

1.2-1.3 0 0 0 0 0.6 0 6

1.3-1.4 2 0 0 0 0 0 4

1.4-1.5 0 0 0 0 0.7 0.3 5

1.5-1.6 1 0 0 0 0.4 0.4 4

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

テフラ名

AT+K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率



2.2-2-1

補足資料２．２－２

敷地近傍のその他の断層等の地質調査データ



2.2-2-2

（1）長田付近の断層 表土はぎ調査



長田付近の断層 表土はぎ調査 写真位置図

2.2-2-3

○リニアメント・変動地形を判読した鞍部を横断して表土はぎ調査を実施した結果，表土はぎ調査範囲には，断層は認められない。また，リニアメ
ント・変動地形近傍において，穴水累層と草木互層の不整合面を確認した。

○全線の写真を次頁以降に示す。

表土はぎ調査結果

調査位置図

右図範囲

長田付近の断層

写真⑫
写真⑬

N69°E/21°SE
節理

N52°W/78°SW
節理

N71°E/86°NW
節理

N79°E/67°NW
節理

N20°W/82°SW
節理

N44°W/78°SW
節理

走向N60°W
節理

N76°E/68°NW
節理

N60°E/32°NW
節理

N65°E/30°NW
節理

不整合面
走向傾斜はN22°W/18°NEであり，
ゆるく東側へ傾斜する
不整合面はわずかに凹凸している

風化した火砕岩
変形・破砕等を示す性状は
認められない

塊状の泥岩
変形・破砕等を示す性状は
認められない

写真⑭

凡 例

節理

凡例

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-3 再掲



写真①

写真②

←SW NE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真①～②

2.2-2-4

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-4 再掲



写真③

写真④

←SW NE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真③～④

2.2-2-5

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-5 再掲



写真⑤

写真⑥

←SW NE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑤～⑥

2.2-2-6

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-6 再掲



写真⑦

写真⑧

←SW NE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑦～⑧

2.2-2-7

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-7 再掲



写真⑨

写真⑩

←SW NE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑨～⑩

2.2-2-8

←SW NE→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-8 再掲



写真⑪

←NNW SSE→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑪～⑫

2.2-2-9

写真⑫

←W E→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-9 再掲



写真⑬

←W E→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑬～⑭

2.2-2-10

写真⑭

←W E→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-10 再掲



写真⑮

←W E→

長田付近の断層 表土はぎ調査 写真⑮～⑯

2.2-2-11

写真⑯

←W E→

0 1m

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-11 再掲



2.2-2-12

（2）和光台南の断層 地表踏査



2.2-2-13

和光台南の断層 地表踏査 写真位置図

○和光台南の断層と推定される位置の沢部で地表踏査を実施した結果，断続的に露出した穴水累層の安山岩は非破砕であり，断層は認められ
ない。

○地表踏査実施箇所の写真を次頁に示す。

地表踏査結果（ルートマップ）

地形図

下図範囲
凡 例

活断層研究会（1991）に図示
された和光台南の断層

和光台南の断層付近の谷地形

写真②
撮影方向

写真①
撮影方向

写真③
撮影方向

写真④
撮影方向

露頭（穴水累層 安山岩）

凡 例

露頭（穴水累層 安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩））

和光台南の断層と推定される地形

安山岩
赤褐色を呈し，孔隙が
分布する

安山岩
変形・破砕等を示す性状
は認められない

安山岩
暗褐色の塊状で，径1mm以下
の孔隙が分布する

凝灰角礫岩
安山岩の角礫を含む

安山岩
強風化し赤褐色を呈する

安山岩
黄褐色を呈し，孔隙が
分布する

安山岩
変形・破砕等を示す性状
は認められない

安山岩
強風化し赤褐色を呈する

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-13 再掲



2.2-2-14

和光台南の断層 地表踏査 写真①～④

←NE SW→

写真②

←N S→

写真①

←N S→

写真③ 写真④

←NE SW→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-14 再掲



2.2-2-15

（3）和光台南の断層周辺 段丘面調査



地形図

和光台南の断層 段丘面調査

※：地形改変前の航空写真（国土地理院発行（S38），
縮尺1万分の1）から作成した。

赤色立体地図
（航空レーザ計測データにより作成）

2.2-2-16

○和光台南の断層周辺には，高位段丘面（Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面，Ⅴ面）が分布している。

○これらの高位段丘面上において，露頭調査，コアサンプラー調査を実施し，これらの地形面が十分に古いことを示す土壌（火山灰含む）の有無
を確認した。

Loc.４

Loc.３

Loc２

Loc.１

Loc.５

航空レーザ計測データから作成した地形図（等高線は1m間隔）
航空レーザ計測データから作成し

た地形図（等高線は1m間隔）

地形改変前の航空写真から作成し
た地形図（等高線は2m間隔）※

Loc.６

Loc.７
Loc.８

Loc.４

Loc.３

Loc２

Loc.１

Loc.５

Loc.６

Loc.７
Loc.８

調査地点 段丘面区分 調査方法 土壌（火山灰）

Loc.1 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.2 高位段丘Ⅴ面 コアサンプラー調査 赤褐色土壌あり（－）

Loc.3 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

Loc.4 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.5 高位段丘Ⅳ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

Loc.6 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（K-Tz）

Loc.7 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（－）

Loc.8 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

－：分析未実施



調査位置図

露頭写真

柱状図

和光台南の断層 Loc.１ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-17

Loc.１



調査位置図

和光台南の断層 Loc.２ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-18

Loc２

コア写真柱状図



β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 357 0 8 13 49 0.1 9 1.497-1.500

0.1-0.2 202 0 3 5 32 0 11 1.497-1.501

0.2-0.3 115 0 2 1 15 0 19

0.3-0.4 19 0 0 0.3 4 0 19

0.4-0.5 9 0 0 0 2 0 19

0.5-0.6 6 0 0.5 0.1 0.9 0 20

0.6-0.7 6 0 0 0 0.2 0 18 K-Tz

0.7-0.8 4 0 0 0.1 0.4 0 8

0.8-0.9 1.2 0 0 0.1 0.5 0 4

0.9-1.0 0.6 0 0 0 0.1 0.1 4

1.0-1.1 0.3 0 0 0 0 0 5

1.1-1.2 0 0 0 0 0 0 11

1.2-1.3 0 0 0 0 0.2 0 3

1.3-1.4 0.2 0 0 0 0 0 6

1.4-1.5 7 0 0 0 0.9 0.1 7

1.5-1.6 0.1 0 0 0 0 0 16

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

AT＋K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率 テフラ名

調査位置図

和光台南の断層 Loc.３ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-19

Loc.３

露頭写真（上部）

露頭写真（下部）
柱状図

火山灰分析結果

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



調査位置図

和光台南の断層 Loc.４ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-20

Loc.４

露頭写真 柱状図



調査位置図

和光台南の断層 Loc.５ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

2.2-2-21

Loc.５

露頭写真

柱状図

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 240 0 16 13 66 0 3

0.1-0.2 362 0 6 15 73 2 5 1.496-1.500

0.2-0.3 292 0 7 20 47 1 5

0.3-0.4 269 0 8 4 39 1 4

0.4-0.5 271 0 4 16 76 3 5

0.5-0.6 243 0 7 16 90 1 8

0.6-0.7 60 0 2 10 44 0 7 1.496-1.501

0.7-0.8 9 0 0 1 28 1 10

0.8-0.9 5 1 0 0.6 13 0 9

0.9-1.0 0 0 0 0 0.6 0 13 K-Tz

1.0-1.1 0.4 0 0 0 0.8 0 9

1.1-1.2 0 0 0 0 1 0 4

1.2-1.3 0 0 0 0 0.6 0 6

1.3-1.4 2 0 0 0 0 0 4

1.4-1.5 0 0 0 0 0.7 0.3 5

1.5-1.6 1 0 0 0 0.4 0.4 4

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

テフラ名

AT+K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前



2.2-2-22

火山灰分析結果

和光台南の断層 Loc.６ 高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

Loc.６

調査位置図



2.2-2-23

和光台南の断層 Loc.７ 高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

Loc.７

調査位置図



2.2-2-24

和光台南の断層 Loc.８ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

Loc.８

調査位置図



2.2-2-25

（4）高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント 表土はぎ調査



2.2-2-26

位置図

表土はぎ調査結果（ルートマップ）

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント 表土はぎ調査 写真位置図

○高ツボリ山北西方Ⅰリニアメントと推定される位置を横断する沢部で表土はぎ調査を実施した結果，穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）
が広範囲に連続して分布し，それらは非破砕であり，断層は認められない。

○表土はぎ調査実施箇所の写真を次頁以降に示す。

写真Ａ
撮影方向

写真Ｅ
撮影方向

写真Ｆ
撮影方向

右図範囲

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメ
ント付近の鞍部

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメ
ント付近の谷地形

凡 例

活断層研究会（1991）に図示
された確実度Ⅲのリニアメント

凝灰角礫岩
硬質である

凝灰角礫岩
硬質である

凝灰角礫岩
硬質である

50m0

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-16 再掲



高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント 表土はぎ調査 写真Ａ～Ｄ

2.2-2-27

写真Ａ

←Ｎ Ｓ→

写真Ｃ

←ＮＥ ＳＷ→

写真Ｂ

←Ｎ Ｓ→

写真Ｄ

←ＮＷ ＳＥ→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-17 再掲



高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント 表土はぎ調査 写真Ｅ～Ｆ

2.2-2-28

写真Ｅ

←ＮＥ ＳＷ→

写真Ｆ

←ＮＥ ＳＷ→

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-2-18 再掲



2.2-2-29

（5）高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント周辺 段丘面調査



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

Loc.５ Loc.４

Loc.２

Loc.１

Loc.３

Loc.６

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント 段丘面調査

○高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント周辺には，高位段丘面（Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面，Ⅴ面）が分布している。

○これらの高位段丘面上において，露頭調査，ピット調査を実施し，これらの地形面が十分に古いことを示す土壌（火山灰含む）の有無を確認し
た。

2.2-2-30

調査地点 段丘面区分 調査方法 土壌（火山灰）

Loc.1 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.2 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.3 高位段丘Ⅳ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.4 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.5 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.6 高位段丘Ⅳ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

－：分析未実施



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

調査位置図

Loc.１

2.2-2-31

展開図

ピット写真（W面）

柱状図

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.１ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

Loc.２

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-32

ピット写真（S面）

展開図

柱状図

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.２ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

Loc.３

露頭写真

柱状図

2.2-2-33

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.３ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

Loc.４

2.2-2-34

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.４ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

ピット写真 柱状図



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

Loc.５

2.2-2-35

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.５ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

ピット写真 柱状図



※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ
位置に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

凡 例

※

位置図

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
Loc.６

2.2-2-36

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント Loc.６ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

露頭写真 柱状図

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 8 0 0 5 2 0 0.7

0.1-0.2 15 0 0 16 7 0 0.6

0.2-0.3 5 0 0 2 0.5 0.1 0.1

0.3-0.4 10 0 0 2 1 0 0.4

0.4-0.5 8 0 0.5 3 3 0 0.5

0.5-0.6 7 0 0 5 7 0 2 K-Tz

0.6-0.7 12 0 1 3 6 0 1

0.7-0.8 5 0 0 9 5 0 0.5

0.8-0.9 1 0 0 4 1 0 0.5

0.9-1.0 1 0 0.1 5 2 0 0.4

1.0-1.1 1 0 0 4 1 0 0

1.1-1.2 0.3 0 0 1 0.4 0.1 0.1

1.2-1.3 0.3 0 0 0.5 0 0 0

1.3-1.4 0.2 0 0 0.2 0 0 0

1.4-1.5 0.4 0 0 0 0 0 0

1.5-1.6 0.1 0 0 0.8 0.5 0 0.2

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

特記鉱物 テフラ名試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)



2.2-2-37

（6）高ツボリ山東方リニアメント周辺 段丘面調査



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.８

Loc.１１

Loc.２～７

Loc.１０

Loc.９

Loc.１

Loc.１２

高ツボリ山東方リニアメント 段丘面調査

○高ツボリ山東方リニアメント周辺には，高位段丘面（Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面，Ⅴ面）が分布している。

○これらの高位段丘面上において，露頭調査，ピット調査を実施し，これらの地形面が十分に古いことを示す土壌（火山灰含む）の有無を確認し
た。

2.2-2-38

調査地点 段丘面区分 調査方法 土壌（火山灰）

Loc.1 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.2 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.3 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.4 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.5 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.6 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.7 高位段丘Ⅴ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

Loc.8 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.9 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.10 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

Loc.11 高位段丘Ⅴ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

Loc.12 高位段丘Ⅳ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

－：分析未実施



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-39

高ツボリ山東方リニアメント Loc.１ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

Loc.１

露頭写真 柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.２

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-40

高ツボリ山東方リニアメント Loc.２ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

展開図

ピット写真（Ｓ面）

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.３

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-41

高ツボリ山東方リニアメント Loc.３ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

ピット写真（Ｓ面）

展開図

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.４

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-42

高ツボリ山東方リニアメント Loc.４ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

展開図

ピット写真（Ｎ面）

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.５

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-43

高ツボリ山東方リニアメント Loc.５ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

ピット写真（Ｓ面）

展開図

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.６

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-44

高ツボリ山東方リニアメント Loc.６ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

展開図

ピット写真（Ｎ面）

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.７

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-45

高ツボリ山東方リニアメント Loc.７ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

ピット写真（Ｎ面）

展開図

柱状図



位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.８

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

2.2-2-46

高ツボリ山東方リニアメント Loc.８ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

柱状図



露頭写真

柱状図

高ツボリ山東方リニアメント Loc.９ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-47

位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.９



β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 357 0 8 13 49 0.1 9 1.497-1.500

0.1-0.2 202 0 3 5 32 0 11 1.497-1.501

0.2-0.3 115 0 2 1 15 0 19

0.3-0.4 19 0 0 0.3 4 0 19

0.4-0.5 9 0 0 0 2 0 19

0.5-0.6 6 0 0.5 0.1 0.9 0 20

0.6-0.7 6 0 0 0 0.2 0 18 K-Tz

0.7-0.8 4 0 0 0.1 0.4 0 8

0.8-0.9 1.2 0 0 0.1 0.5 0 4

0.9-1.0 0.6 0 0 0 0.1 0.1 4

1.0-1.1 0.3 0 0 0 0 0 5

1.1-1.2 0 0 0 0 0 0 11

1.2-1.3 0 0 0 0 0.2 0 3

1.3-1.4 0.2 0 0 0 0 0 6

1.4-1.5 7 0 0 0 0.9 0.1 7

1.5-1.6 0.1 0 0 0 0 0 16

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

AT＋K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率 テフラ名

高ツボリ山東方リニアメント Loc.１０ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-48

露頭写真（上部）

露頭写真（下部）

柱状図

火山灰分析結果

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.１０



高ツボリ山東方リニアメント Loc.１１ 高位段丘Ⅴ面 段丘面調査結果

2.2-2-49

露頭写真

柱状図

位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.１１



高ツボリ山東方リニアメント Loc.１２ 高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

2.2-2-50

露頭写真

柱状図

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 240 0 16 13 66 0 3

0.1-0.2 362 0 6 15 73 2 5 1.496-1.500

0.2-0.3 292 0 7 20 47 1 5

0.3-0.4 269 0 8 4 39 1 4

0.4-0.5 271 0 4 16 76 3 5

0.5-0.6 243 0 7 16 90 1 8

0.6-0.7 60 0 2 10 44 0 7 1.496-1.501

0.7-0.8 9 0 0 1 28 1 10

0.8-0.9 5 1 0 0.6 13 0 9

0.9-1.0 0 0 0 0 0.6 0 13 K-Tz

1.0-1.1 0.4 0 0 0 0.8 0 9

1.1-1.2 0 0 0 0 1 0 4

1.2-1.3 0 0 0 0 0.6 0 6

1.3-1.4 2 0 0 0 0 0 4

1.4-1.5 0 0 0 0 0.7 0.3 5

1.5-1.6 1 0 0 0 0.4 0.4 4

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

テフラ名

AT+K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

位置図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000
地形図）とほぼ同じ位置に図示し，より
精度の高い，太田・国土地理院地理調
査部（1997）（基図：1/50,000地形図）の
断層トレース。

凡 例

※

Loc.１２



補足資料２．４－１

富来川南岸断層の地質調査データ

2.4-1-1



（1）東小室西方 トレンチ調査

2.4-1-2



東小室西方 トレンチ調査 －位置図－

A-A断面図調査位置図

○Cランクのリニアメント・変動地形に対応する傾斜変換部を横断して，トレンチ調査を実施した。

○傾斜変換部を横断して分布する古期扇状地堆積層及び穴水累層には，リニアメント・変動地形として判読した傾斜変換部に対応する断層は認められない。

2.4-1-3

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.4-1-3 再掲



③① ⑤

トレンチスケッチ（西壁面）（反転）

⑥

K-Tｚ混在

DKP

トレンチ写真（西壁面）（反転）

標高(m)
Aso-4

K-Tｚ

←N

S→

26

28

30

32

34

25

27

29

31

33

② ③

④

025 20 15 10 5

(m)

←N S→
赤褐色土壌

①：シルト混じり粘土
・全体にシルト混じり粘土からなるが，下部は部分的にやや粗粒で粘土質シルトとなる。
・上部の色調は赤褐色（5YR4/6～4/8)を呈し，部分的ににぶい赤褐色（5YR4/4)を呈する。
・下部は赤褐色～明赤褐色(5YR5/6～4/6)を呈し，一部明赤褐色～明褐色（5～7.5YR5/6)
を呈し，黄褐色を基調とした脱色部（トラ斑模様）がしばしば見られる。

・火山灰分析の結果，K-Tz，Aso-4，DKP及びATが検出された。

古期扇状地堆積物
②：砂・粘土混じりシルト層

・全体に砂・粘土混じりシルトからなるが，山側では砂礫混じりシルト～粘土となる。部分的
にシルト質粘土状となる。

③：砂礫層・泥層
・上部の砂礫層は，径数cm程度の安山岩礫を含む淘汰の悪い砂礫層である。下部の泥層

は，砂質シルト～粘土を主体とし，砂質レンズを挟む。

④：砂礫層
・礫は，径数cm程度の安山岩亜角礫で，基質は少量のシルトを含む細～中粒砂層からなる。
・層内には，ほぼ水平な礫配列が認められる。

穴水累層
⑤：安山岩質火砕岩
⑥：安山岩

1ｍ

10ｍ

15ｍ
20ｍ

25ｍ

AT

掲載範囲

A-A断面図

東小室西方 トレンチ調査結果 －西壁面①－

2.4-1-4

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前

第973回審査会合 机上配布資料1
P.2.4-1-4 再掲




